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お釈迦様お祭り花祭り（宝泉寺）

集まれ元気っ子（第4土曜日）

遠藤竹炭祭（中旬）

6月　June
　　ちびパラまつり（第1土曜日）　　遠藤あじさいまつり（第3日曜日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　秋葉台中学校体育祭

7月　July
　慶雁義塾大学湘南藤沢キャンパス七夕祭（第1土曜日）

　　よし介工芸館ゆうがお夏まつり（第2土曜日）

　御嶽大神夏祭り　（第3日曜日）　大施食会（施餓鬼）法要（宝泉寺20日）

8月　August
えんどう夏祭り（第1金曜日・土曜日）　　閻魔大王供養（宝泉寺16日）

ささら踊り　　盆踊り大会　　お盆迎え火　　少年キャンプ

遠藤地区敬老会（上旬）　　御嶽大神秋祭り　（第3日曜日）

小出川彼岸花祭　　秋葉台幼稚園大運動会　　紅葉祭（秋中文化祭）

遠藤地区レクリエーション大会（第1日曜日）

遠藤保育園運動会　　秋葉台小学校運動会

遠藤地区文化祭（下旬）

ふれあい農園まつり（第1土曜日）　　地域ふれあいのつどい

慶磨義塾大学湘南藤沢キャンパス秋祭（第3土・日曜日）

全市一斉一日清掃デー（第3日曜日）　　遠藤地区総合防災訓練（下旬）

子育て供養（宝泉寺24日）

遠藤朝市（第3土曜日）

遠藤地区賀詞交換会（上旬）

寝釈迦さま（宝泉寺14日）

　　春のウォーキング（上旬）

除夜の鐘（御嶽神社）

かるた大会（第4土曜日）

滝の沢不動明王お祭（28日）

花まっり（第2土曜日）

日吉神社例祭（中旬）

《逮藤地正1コ…　　》
　遠藤地区は、藤沢市の西北部に位置し、面積は4．96

k㎡、農地をはじめ空閑地が多く、都市部に比べのどか

な雰囲気のある地区で、自然や田園が地区の財産と言

えます。地区の西部には、藤沢三大谷戸の一つである

遠藤笹窪谷（谷戸）があり、植林地、湿地には多様な生

物が生息している一方、竹林では竹炭祭が開催されタケノコなど農産物が販売されるなど、にぎわい

を見せています。小出川では、市民団体がボランティアで管理するあじさいや彼岸花など、四季おり

おりの自然が残されています。あじさいや彼岸花の時期には祭りが開催され、市内外から大勢の観光

客が集まり、散策を楽しむ一方、地域内の畑地で栽培された野菜などを販売する直売所で、買い物

を楽しむ方も多く、北部地域の新しい観光地として注目を集めているところです。

一方では、秋葉台公園の文化体育館は藤沢市北部方面のスポーツ拠点として、運動施設・複合プ

ールなどの利用で多くの方々が訪れています。

『竹炭祭』は、環境整備を進める

「遠藤竹炭の会」の活動を通じ、地

域の交流と地場産業の活性化及び県

内外から訪れる人々とのコミュニケ

一ションを深めることを目的に開催

当日は、幻想的な竹薮の中で出店

や催し物が繰り広げられます。

爽やかな風と柔らかな陽射しの下

で、春の薫りと味覚をゆったりと味

わってみませんか！

日時　6月第3日曜日

　　　9：30～15：00
場所　花とせせらぎの道

　　　　（えびす橋～大黒橋（小出川））

「あじさいの会」では、不法投棄を防

止し“きれいな小出川、きれいな遠藤

にしましょう”の目的から、毎年、あ

じさいを通じてボランティア活動を行

っています。

　当日は、あじさいが色とりどりに咲

き乱れる中、地元野菜等の販売や踊り

など盛りだくさん…

　梅雨空の下、花とせせらぎのひとと

きをお楽しみください！

「彼岸花の会」では、小出川河川敷

（大黒橋～矢崎堰迄の区間）に彼岸

花等を植栽し流域の環境美化と地域

住民の交流を目的に活動を行ってし
ます。

田んぼのあぜ道に彩りを添える中

秋を感じに全長約3キロの彼岸花ロ

一 ドを歩いてみませんか？

　まつり当日は、模擬店、写真展示

会等多数出展されます。

（鑑賞期間：9月下旬～10月上旬）

日時　9月お彼岸の頃（まつり）

場所　小出川

　　　　（大黒橋～追出橋）

《お願い》

　三大祭り開催期間中は、臨時駐車場がありま

　すが、台数に制限がありますので、なるべく

　バス等公共交通機関をご利用ください。



字コ　ィ

遠藤」也」五の名デf『・吏跡 ・駕

［〔1〕日吉神社」ヒヨシジ≧撫）メ

　明治の中頃、社殿の中には、山王さ
ま、弁天さま、お稲荷さま、といって

弁天様の小さい祠があったようです。
現在は山王さまと稲荷

さまが祀られていま
す。このお稲荷さまは
　　　　　　　　　　　　印　　il
「ほうき稲荷」といわ
れています。

ζ〔2〕遠藤武者盛遠供養碑管エンW戟ジャ　ォ殉死）

　むかし北原の畑の中に小高い塚があり（高
さ90cm周囲約11m）、その上に五輪塔がた
てられていたといわれていま

す。言い伝えによれば、
旧領主であった遠藤武者
盛遠の招魂墓であったと
いうことです。現在の碑
は明治12年に内田一次氏
により再建され、庭のほ
こらに納められています。

X3〕大瀬戸稲荷（揃ドィ洲の

　この稲荷は昔は立派な森もあり社殿

も大きかったそうですが、今は小さな

石の祠にまつられています。ここは大

庭景親が戦に出る時に

参詣したという伝承が

残されており、大庭城

の鬼門にあたります。

k〔4〕一瀧之澤不道明王（舛ノサ卯ドウミョ材ウ）

　矢尻講中の氏神として1705年2月、寺山文

右衛門が祀ったと伝えられています。火焔後

背型の素朴な石像ですが、御気性の激しい立

ち不動尊です。ライフタウン造成以前は昼なお暗き森

林に矢向台地から絞れる地

下水が一筋の滝となって落

ちていました。これが滝の

沢地名の起こりです。

w〔5〕養蚕神社」窪。義翁頭徳碑鰍げげt・ぽ油綱9ヒ）

　明治・大正の頃は養蚕が盛んに行わ
れ、大正時代に養蚕組合の人達によっ
て建てられました。養

蚕は昭和13～14年頃
まで続きましたが、戦
時中自然となくなり、

戦後再び復活すること
はありませんでした。

K6〕水神様（スイジ池）

　御嶽大神の大門の前を久保に向って進むと左

手の畑の奥に水神様を祀る碑があります。この

碑は大正時代に建立されたものです。この碑の

前には井戸があり、他所の

井戸の水か洞れても、いつ

も水量は豊かで、この水神

様の井戸替えをすると7日

以内に必ず雨が降ると言い

伝えられています。

。Z－‘’玉神、バξ“ンシベ

　祭神は岡崎に本社がある芭蕉天神

で、学問の神様といわれ入学試験時

には多くの人がお詣り

にきます。以前はお祭

りの余興に神楽や芝居

を催し賑やかでした。

学壕　ロ　ー鞄 逸
　江戸末期、寺と神社の割り当てであった

遠藤智英氏により大験寺（廃寺）に寺子屋

「琢成学舎」が開かれたといわれています。

明治5年に学制頒布。一時

南原桜井勝衛門邸内に
移った後大験寺跡の新校

舎に開校。明治8年遠藤
学校と改称しました。

19‘v御実黛御　職）ぎ　’・繍ヒ

　遠藤の鎮守様、昔の神社の名前は御
嶽大権現と言われていました。創建は
1600年頃とありますが定かではなく、

長い石段の下に琢成学
舎の跡地があります。
境内には石造物、記念
碑、梵鐘などが多数あ
ります。

塞　　　（ホウセンジ　　　▼

　玉雄山と号し、石川県能登の曹洞宗

本山総持寺（現鶴見の総持寺）直末曹

洞宗の中本山です。開山は小田原北条

氏の仙波土佐の守、創立は1504～21

年頃と言われていま
す。別名、萩の寺とも

言われていました。

ロロ
一一，

　（神明谷戸）氏子は神明

谷戸町内。以前は旧道沿い

に山の神の祠といっしょに

稲荷の社があったようです。

　（笹久保）以前は現在地

より笹久保谷戸に向って下

る道の途中にありました。

関東大震災後、現在地へ。

噛塵馬頭観音硬感●働ン）エー謡

　石碑は屋敷墓の入口や畑

の脇などに立っています。

もと四ツ足をこの場所に

葬ったといわれています。

明治期に二、三基、大正期

に四基、昭和初期から終戦

までに五基の造立が遠藤で

確認されています。

13丁玄光院跡コ．獅イ淋〔　　

　秋葉神社がまだあった頃、玄光院と

いって宝泉寺の下寺がありました。宝

泉寺の隠居寺と言われていました。現

在、桜井工務店の裏山

に玄光院の土地が残っ

ていて古い墓石が数基

あるのみです。

「〔14〕五霊大神（ゴリョウ州ジン）

　五霊坂をあがっていくと道の右側の

台地上に五霊大神が祀ってあり、氏子

の人々は「ごりょうさん」とよんでいま

す。赤ちゃんの初宮詣

りには、ここをお詣り

してから御嶽神社に参

詣するそうです。

蔽5〕妙見神社（ミョウケンジンジャ）

　（諸之木）小出川の東ぞい

の旧道を東に、竹林の中の
細い道を過ぎ石段を登ると
鳥居の奥に社があります。
諸の木の守護神です。

　（打越）宮元とよばれる古

谷家で祀っていたのを、後
に町内で祀るようになりま
した。現在の社殿は昭和11
年に再建したものです。

1臼6〕1道祖神’℃・“蛎“切

　昔のむら境に見られます。病気

がむらに入ってこないようにと、

むらの人々の気持ちが込められて

造られました。今で

も、1月14日には、

火をたいているとこ
ろもあります。

r〔17〕勘兵衛地獄（カンオイジゴク）「

起8　　－一＿炎，

　湿地帯に堀をつくり

排水をよくしたら付近
の畑地は乾き、収穫量
が増すであろうと、宝

泉寺7代目悦堂存恰大
和尚が百姓救済の目的
で掘ったと言い伝えら
れています。

「ヅヲ譲締櫛剛
　「皇国地誌」には「苅込橋」と

して「西の方字苅込にあり小出

川に架けし本郡打戻村へ通す
長弐間六尺石製にして修繕民
費を以ってす」とありました。
昔の大黒橋は江戸末期にイナリ橋

と共に窪島家が寄附された石
の橋でした。両側のわだちの
部分が石でその間はノロンボウ（丸

太棒）でできていたそうです。

現在の橋は三度目につくられ
たそうです。

w20〕ナ番山び　バン⑰二

　このあたりに宝泉寺は一箪
二町八反程の山林を所有して
いました。能登の総持寺の輪
番住職を務める寺格の寺であ
り、能登におもむく時には、
この山林の木を売却して経費
に充てていたのでこう呼ばれ
たとわれています。宝泉寺に
は6名の住職が輪番住職を務
めたといいます。明治6年に
この制度は廃止となりました。

遠藤の

　民俗芸能

ささら盆踊り唄
遠藤盆踊りのとき

にうたう唄で、その
内容も農耕民族特有
の素朴さがにじみ出
るものです。市の最
初の鉦形文化財に指
定（県の挺形文化財
にも指定）

　　＿蒼1　　　・ヤ

　第六天社・琵琶島の稲荷・

琵琶島弁天の三社が合併し
合祀され、「よせみやさん」

と呼ばれています。

　特に琵琶島というのは、
琵琶に似た小高い地形であ

るところからこの名が付い
たと思われ、小出川の水源
になっていると、相模風土
記に記載されています。

焼き米掲き唄
　端午の節句の頃、

苗代に蒔いた種籾

の残りを蒸して煎

り、臼に入れて3
人で揚くときにう
たう唄です。

麦打ち唄
　暑い日差しの中、

穂首を庭いっぱい
に広げて麦打ちを
しながら唄ってい
ました。やかて電
力による脱穀機が
出てくるとすたれ
てしまいましたが、

昭和49年頃から
芸能として復活し
ました。

臼挽唄

　石の臼を2人位
で廻し、クズ米など

を挽きながら唄っ
たもので、而の日
や夜なべの仕事と
して行われてきま
した。

遠藤あじさい音頭

　遠藤の新しい民
謡として遠藤あじ
さい音頭が平成12
年にできました。
文化祭・遠藤あじ
さい祭り等で唄わ
れています。
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②秋葦台公園（弐イヒ鉢育館）

　秋葉台公園（文化体育館）は、

本市北部地域の屋内・屋外スポー
ツ拠点としての役割を担っており、

さらには、自然と親しむ市民の憩
いと潤いの場として、また広域避
難場所、災害時の避難場所等とし
ての機能を有しています。

③慶」麹［義塾大学湘南藤訳キャンパス

総合政策・環境情報・看護医療の
3学部と政策メディア・健康マネゾメントの

2研究科からなります。敷地は約10
万坪で、建物は中心部に集中し、
周囲は自然をそのまま活かしたセミ
ナー・ソ㌧ンとして整備されており、ハイ

テクと自然が調和する未来型キャンバス

です。

ドロコエロ　　　　コ　コロロのロエ　ロ　コエロロコマココ　　　　　　　　　　　ロロ　ロロエロロココエエ　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　ロロロロお　ののロロロロロ　ロロ　ロロ　ロマ

l　l6年（1873）1行政改革とともに区制が実施され、遠藤村は亀井野、石川、　l

l　l　　　　　　　！西俣野村と第18大区第10区になる。学制の発布にとも1
ロ　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

l　l　　　　　　　lなって卿学琢成学舎が遠藤学校と改称する。後の秋葉台1
　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

；明l　　　　　　i小学校である　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ロ　　　　コ　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1治111年（1878）1区制廃止による遠藤村は高座郡役所の管下に入る。当時l
i　l　　　　　　　lの世帯167戸、人□1，057人　　　　　　　　　　　　1
コ　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

！　122年（1889）1町村制の施行にもとづき遠藤村は堤、行谷、下寺尾、芹1
ユ　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　｛　　　　　　　1沢村と合して小出村をつくり、初代村長に富田七郎右衛1
　　　　　　ロ　　　　　　　　　　エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

｝　　l　　　　　　　　　l門が就任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
‘・■■一一L－一一一一一一一一一●一一一■一一一一4－一一一已一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一．．一一一一一一一一一φ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一4

l　l11年（1922）1電線が敷設され、遠藤に電燈の灯がともる　　　　　　i
ロ　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1大；12年（1923）1関東大震災、遠藤全戸数228のうち全潰173、半潰43、1
ロ　　　　ロ　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1正l　　　　　　　l死者4、負傷31、その他道路、田畑の陥落壊甚大の被害1
コ　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
ロ　　　　ロ　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

｝　l　　　　　　　lを受ける　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
‘㎞＿一＿一冑＿一一司一一一一一“一＝一一一已已，－4－－s－一一一一一一＝一一已一一一一一已一一一一＿＿■一一一一一一一一・■・一一一一一一一一已一一一一一一一一一ロー一一声一一一一＿己

「一⇒「乏］≡ξ［干5§び”1逐礁一義璽’天蔓輔〒毫議沢’手亨ジア翫一商稜……一一一”一一一一一一’一⇒一］

ロ　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

l　l6年（1994）1石川小学校開校、秋葉台子供の家開所　　　　　　　　　1
ロ　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1平111年（1999）1相模鉄道いずみ野線・横浜市営地下鉄湘南台駅乗り入れ1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

；成1　　　　　声始　　　　　　　　　　　　　　　　1
川13年（2001）1藤市民センター1こ地区福祉窓ロ搬　　　　　｛
l　l16年（2004）！遠藤市民センター・公民館、新事務棟オープン　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

！　｛17年（2005）1湘南台駅～慶応大学間に国内初のノンステップ連節バス｝
　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
t＿＿＿－L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿，＿且運錘≡≡きiき（ミ＿＿＿＿＿＿一＿一一一一＿＿＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」




